






 

〔はじめに〕 

 被験者の意識水準が低い場合、さらには答申に偽りがある可能性のある場合

には、精神物理的方法と併用して他覚的検査法として GSR が使用される。一般

に PMD 患者は言語報告による検査手続きが苦手であり、とくに病気・死・性に

関する分野では、そうした傾向が著しいように思われる。 

 本報告は、いくつかの刺激語を与え、その反応を GSR を指標として検査し、

とくに性・死・病気に関する PMD 患者の情緒について研究したものである。 


